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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製品の機能をプログラムする方法であって、該方法は、
　製品およびプログラマブル・デバイスを出荷梱包の中に入れる工程と、
　前記出荷梱包を封止する工程と、
　前記プログラマブル・デバイスに、前記出荷梱包を開かないで、無線信号を送信するこ
とによって前記プログラマブル・デバイスをプログラムする工程と、
　前記プログラミング後、前記出荷梱包を出荷する工程と、
を含み、
　前記プログラマブル・デバイスは、前記製品および前記プログラマブル・デバイスが前
記出荷梱包から取り出された後、前記製品に接続されて、前記プログラマブル・デバイス
に送信された前記無線信号に基づいて、前記製品の異なる機能を有効化するようになされ
ており、かつ、
　前記プログラマブル・デバイスは、前記出荷梱包から取り出されることによって、ノン
・プログラミング状態に設定されるようになされている、
ことを特徴とする、前記製品の機能をプログラムする方法。
【請求項２】
　製品の機能をプログラムするための装置であって、該装置は、
　出荷梱包に接続されるようになされている本体であって、前記出荷梱包は、製品を維持
するようになされている前記本体と、
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　前記本体内に入れられ、かつ、接続されるプログラマブル・デバイスであって、前記プ
ログラマブル・デバイスは前記製品の機能を起動するようになされているプログラマブル
・デバイスと、
　前記本体および前記出荷梱包に物理的に接続されているアンテナであって、前記アンテ
ナは、前記プログラマブル・デバイスに動作的に接続され、かつ、前記プログラマブル・
デバイスをプログラムするための無線信号を受信するようになされている前記アンテナと
、
　前記本体の外面上の少なくとも一つの信号コネクタと、
を具備し、
　前記信号コネクタは、前記製品上の少なくとも一つの対応するコネクタに接続するよう
になされており、
　前記信号コネクタが、前記製品上の前記対応するコネクタに接続される時、前記プログ
ラマブル・デバイスは、前記製品に動作的に接続されて、前記アンテナを介して前記プロ
グラマブル・デバイスに送信された前記無線信号に基づいて、前記製品の前記機能のうち
の異なる機能を選択的に起動させ、かつ、
　前記本体は、前記本体が前記出荷梱包に接続されている間のみ、前記プログラマブル・
デバイスがプログラムされ得るようになされている、
ことを特徴とする、前記製品の機能をプログラムするための装置。
【請求項３】
　製品の機能をプログラムするための装置であって、該装置は、
　出荷梱包に接続されるようになされている本体において、前記出荷梱包は、製品を維持
するようになされている本体と、
　前記本体内に入れられ、かつ、接続されるプログラマブル・デバイスにおいて、前記プ
ログラマブル・デバイスは、前記製品の機能を起動するようになされているプログラマブ
ル・デバイスと、
　前記本体および前記出荷梱包に物理的に接続されているアンテナにおいて、前記アンテ
ナは、前記プログラマブル・デバイスに動作的に接続され、かつ、前記プログラマブル・
デバイスをプログラムするための無線信号を受信するようになされているアンテナと、
　前記本体の外面上の少なくとも一つの信号コネクタと、
 を具備し、
　前記信号コネクタは、前記製品上の少なくとも一つの対応するコネクタに接続するよう
になされており、
　前記信号コネクタが、前記製品上の前記対応するコネクタに接続される時、前記プログ
ラマブル・デバイスは、前記製品に動作的に接続されて、前記アンテナを介して前記プロ
グラマブル・デバイスに送信された前記無線信号に基づいて、前記製品の前記機能のうち
の異なる機能を選択的に起動させ、かつ、
　前記本体は、前記本体が前記出荷梱包に接続されている間のみ、前記プログラマブル・
デバイスがプログラムされ得る少なくとも一つの物理的な形体を具備する、
 ことを特徴とする、前記製品の機能をプログラムするための装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、製品の機能をプログラムするためのシステム、方法、サービスなど
に関し、より詳しくは、システムオプションキーが出荷梱包内に包含されている間に、シ
ステムオプションキーをプログラムする方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　システムオプションキー（ＳＯＫ）は、ＩＳＯカード（サブスクライバ確認モジュール
（ＳＩＭ）の形態を取る場合がある）内に埋め込まれたチップを具備している。ＳＯＫは
、顧客の要求に基づいて、機能をオン・オフすることにより、当該製品をカスタマイズす
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るのに使用される。従来、このようなＳＯＫモジュールは、物理的な接点によってプログ
ラムされる。そのため、従来のＳＯＫモジュールは、注文を満たすため機械を発送する場
合、事前にプログラムし、かつ、機械と突き合せねばならない。これは、各種の構成での
ＳＯＫの在庫を必要とし、これらを個々に梱包することになる。
【特許文献１】米国特許第6,032,004号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　システムオプションキーを、それらが封止された出荷コンテナ内にある間に、プログラ
ムすることができる方法、システム、サービス、コンピュータプログラム、などを提供す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施形態は、製品およびプログラマブル・デバイスを出荷梱包内に入れ、出荷
梱包を封止し、かつ、出荷梱包を開かないで、プログラマブル・デバイスに無線信号を送
信することによって、プログラマブル・デバイスをプログラムする工程を具備している。
デバイスがプログラムされた後、出荷梱包は、エンドユーザ（消費者）に出荷することが
できる。エンドユーザによって、製品およびプログラマブル・デバイスが出荷梱包から取
り出された後、プログラマブル・デバイスは製品に接続され、プログラマブル・デバイス
に送信された無線信号に基づいて、製品の異なる機能を有効化する。
【０００５】
　さらに、本発明の実施形態は、プログラミング工程の前または後に、プログラマブル・
デバイスと無線で通信して、出荷梱包を開かずに、出荷梱包を追跡し、かつ、その目録を
作ることができる。いくつかの実施形態では、本発明の方法は、プログラミングがひとた
び完成すると、プログラマブル・デバイスの追加のプログラミングを禁止することができ
る。
【０００６】
　出荷梱包は、製品のエンドユーザによって最終的に開かれるよう意図されている。さら
に、製品は、出荷梱包がエンドユーザに出荷され、かつ、エンドユーザによって開かれた
後、出荷梱包から取り出され、かつ、プログラマブル・デバイスにプラグされるか、ある
いはそれと組み合わされて、製品の機能を選択的に有効化するよう意図されている。いく
つかの実施形態では、方法は、プログラマブル・デバイスが、出荷梱包から取り出される
時、アンテナが、プログラマブル・デバイスから脱着されるようなやり方で、プログラマ
ブル・デバイスのアンテナを出荷梱包に付着させる。
【０００７】
　したがって、特定の装置の実施形態では、システムオプションキーは、何らかの形態の
出荷梱包に接続される本体または支持構造体を有している。再び、この出荷梱包は、シス
テムオプションキーに関連する製品を維持するようにされている。プログラマブル・デバ
イス（例えば、チップ）は、システムオプションキーの本体内に具備されているか、ある
いはその上に具備されている（接続されている）。このプログラマブル・デバイスは、ひ
とたび製品に接続されると、製品の異なる機能を選択的に起動する要素となる。
【０００８】
　アンテナが、本体および出荷梱包に物理的に接続されており、かつ、このアンテナは、
動作的（ｏｐｅｒａｔｉｖｅｌｙ）に、（直接または間接的に）プログラマブル・デバイ
スに接続されている。アンテナは、プログラマブル・デバイスをプログラムするための無
線信号を受信するようになされている。
【０００９】
　本体の外面上には、少なくとも一つの信号コネクタも有る。この信号コネクタは、製品
上の少なくとも一つの対応するコネクタに接続するようになされている。信号コネクタが
製品上の対応するコネクタに物理的に接続されると、それにより、プログラマブル・デバ
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イスは、製品に動作的に接続された状態となる。システムオプションキーの、製品に対す
るこの接続は、（プログラマブル・デバイスをプログラムした時、アンテナを介してプロ
グラマブル・デバイスに送信された無線信号に基づき、）製品の異なる機能を選択的に起
動させる。
【００１０】
　ここでの実施形態の一つの特徴は、プログラマブル・デバイスを随意にプログラムでき
るようにする少なくとも一つの「物理的な形体」を、システムオプションキーの本体が、
具備していることである。
【００１１】
　一例では、この物理的な形体は、本体を出荷梱包から切り離した時、本体からは切り離
され、かつ、出荷梱包には付着したままであるようになされるアンテナを含んでいる。例
えば、いくつかのここでの実施形態は、アンテナを本体に接続するアンテナ接続部を具備
している。このアンテナ接続部は、出荷梱包とアンテナとの間の接続部より弱い。したが
って、アンテナは、本体が、出荷梱包から切り離される時、本体からは切り離され、かつ
、出荷梱包には接続されたままとなる。他の実施形態では、システムオプションキーが出
荷梱包に接続されている間のみ、システムオプションキーをプログラムすることができる
ことを保証するため、アンテナは、出荷梱包の一体の部分として具備することができる（
例えば、出荷梱包の積層された層同士の間に形成したり、出荷梱包上に印刷したりなどす
ることができる）。
【００１２】
　別の例では、物理的な形体は、本体の外面上のプログラミングスイッチを含んでいる。
アンテナと同様のやり方で、このプログラミングスイッチは、プログラマブル・デバイス
に動作的に接続されている。プログラミングスイッチは、本体が、出荷梱包に接続されて
いるかどうかにより、状態（プログラミング状態またはノン・プログラミング状態）が切
り換わるようにするとができる。プログラマブル・デバイスは、プログラミングスイッチ
により制御され、本体が出荷梱包に接続されている（プログラミング状態である）ことを
プログラミングスイッチが示す時のみ、プログラマブル・デバイスのプログラミングが可
能となる。言い換えれば、プログラマブル・デバイスは、スイッチが、ノン・プログラミ
ング状態に設定されている時は、プログラムされないようになっている。さらに、プログ
ラミングスイッチは、本体が出荷梱包から切り離された時、ノン・プログラミング状態に
永久的に設定されるようにすることができる。すなわち、例えば、システムオプションキ
ーの、出荷梱包からの取出しで、プログラミングスイッチの一部が破壊されて、プログラ
ミングスイッチがノン・プログラミング状態に永久的に留まるようにすることができる。
【００１３】
　このように、本開示は、可能的に箱体を介しての、チップのプログラミングを可能にす
ることにより、一般的な製品の生産および梱包を行なって、注文が到来した時、（ＳＯＫ
のプログラミングによって）カスタマイズすることを可能にする、ハイブリッドなチップ
により製造されたシステムオプションキー（ＳＯＫ）を提案する。従来では、ＳＯＫは、
注文の履行を支援するため、個々にプログラムしてから、梱包し、かつ、いくつかのバー
ジョンを在庫として保持していることが必要である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、システムおよび方法の各種の好適な実施形態を、添付の図面の図を参照して、詳
細に説明する。すなわち、
【００１５】
　ここでの実施形態は、システムオプションキーを、それらが封止された出荷コンテナ内
にある間に、プログラムすることができる方法、システム、サービス、コンピュータプロ
グラム、などを提供する。
【００１６】
　システムオプションキー（ＳＯＫ）は、ＩＳＯカード（サブスクライバ確認モジュール
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（ＳＩＭ）の形態を取る場合がある）内に埋め込まれたチップを具備している。ＳＯＫは
、顧客の要求に基づいて、機能をオンオフすることにより、当該製品をカスタマイズする
のに使用される。従来、このようなＳＯＫモジュールは、物理的な接点によってプログラ
ムされる。そのため、従来のＳＯＫモジュールは、注文を満たすため機械を発送する場合
、事前にプログラムし、かつ、機械と突き合せねばならない。これは、各種の構成でのＳ
ＯＫの在庫を必要とし、これらを個々に梱包することになる。
【００１７】
　本開示は、ハイブリッドチップを利用するＳＯＫであって、物理的な接点の他に無線周
波数（ＲＦ）インタフェース（アンテナ）を有するものを提供する。ＳＯＫは、梱包材（
例えば、製品箱体）の、ＲＦプログラミングが容易にできる任意の適切な場所に取り付け
られる。ＳＯＫは、箱体内部のポケット体に入れるか、あるいは、箱体の内側に膠着し、
テープ止めし、又は接着することなどが可能である。無線周波数インタフェースは、ＳＯ
Ｋのプログラミングを箱体を貫いて行なうことを可能とし、一方、物理的な接点は製品と
の通信を可能とする。
【００１８】
　ここで提供されるハイブリッドなＳＯＫは、売り手の現場で、または製品の梱包時に、
梱包材に付着させることができる。チップの論理回路は、ＳＯＫがひとたびプログラムさ
れると、無線周波数インタフェースを完全に（またはその書込み機能のみを）禁止する指
令の使用を可能にすることができる。書込み機能のみを禁止した場合は、工程の後の段階
でＳＯＫを使用して製品を識別することもできる。別法として、アンテナ・インタフェー
スは、顧客がＳＩＭを取り出した時、アンテナ接続部が壊れ、したがって、ＲＦインタフ
ェースが完全に不能になるように設計することができる。
【００１９】
　図１のフローチャートに示すように、ここでの一実施形態は、製品およびプログラマブ
ル・デバイスを出荷梱包内に入れ（または、それに取り付け）（アイテム１００）、出荷
梱包を封止し（アイテム１０４）、かつ、プログラマブル・デバイスに、出荷梱包を開か
ないで無線信号を送信することによってプログラマブル・デバイスをプログラムする（ア
イテム１０６）方法を具備している。
【００２０】
　さらに、いくつかの実施形態では、プログラミング工程の前または後の任意の時点で、
アイテム１０２に示すように、出荷梱包を開かずにプログラマブル・デバイスと無線で通
信して出荷梱包を追跡し、かつ、目録に記入することができる。別法として、いくつかの
実施形態では、この方法は、アイテム１０６でプログラミングがひとたび完成すると、プ
ログラマブル・デバイスの追加のプログラミングを禁止することができる。
【００２１】
　次に、デバイスがプログラムされた後、出荷梱包は、アイテム１０８に示すように、可
能的に多くの卸売業者、小売業者および他の仲介業者を介して、エンドユーザ（消費者）
に出荷することができる。出荷梱包を開き、かつ、製品およびプログラマブル・デバイス
を取り出した（アイテム１１０）後、プログラマブル・デバイスは、製品に接続されて（
アイテム１１２）、アイテム１０６でプログラマブル・デバイスに送信された無線信号に
基づき、製品の異なる機能を有効化する。プログラマブル・デバイスは、エンドユーザに
よって開かれる前の任意の時点でプログラムすることができることに注目されたい。した
がって、いかなる仲介業者または売り手も、一般的な製品の在庫を維持し、かつ、製品を
、それらが販売される時に梱包材を貫いて無線ＲＦプログラミングを行なうだけでカスタ
マイズすることができるであろう。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、本発明の方法は、アイテム１００において、プログラマブル
・デバイスと出荷梱包との間に、何らかの物理的な接続部を形成して、アイテム１２０に
おいて、プログラマブル・デバイスが、出荷梱包から切り離されるか、あるいは脱着され
なければならないようにする。この切離し／脱着は、アイテム１２２で、プログラマブル
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・デバイスの何らかの物理的な形体（特徴：ｆｅａｔｕｒｅ）を随意に切り換えて、プロ
グラマブル・デバイスをノン・プログラマブルな状態に切り換える。プログラマブル・デ
バイスに対する物理的な切換えの多数の例を以下に論ずる。例えば、アイテム１００では
、プログラマブル・デバイスをアイテム１２０で出荷梱包から取り出した時、アンテナが
プログラマブル・デバイスから脱着され、それによってプログラマブル・デバイスが再プ
ログラムされることが物理的に防止されるようなやり方で、プログラマブル・デバイスの
アンテナを出荷梱包に付着させることができる。
【００２３】
　図２は、出荷梱包に接続される何らかの形態の本体または支持構造体２０２を有するプ
ログラマブル・アイテム２００（例えば、システムオプションキー）の特定の装置の実施
形態を示す。図３は、封止されて、製品３０２および関連するシステムオプションキー（
プログラマブル・アイテム）２００を維持する（含有する、保持する、保護する、など）
ようにされた出荷梱包３００の一例を示す。出荷梱包３００は、主として保管および輸送
コンテナとして使用され、一般に、製品がそれから取り出された後で捨てられる。製品３
０２は、ユーザ／売り手の好みにより選択可能な機能を有する任意のタイプの製品を含む
ことができる。例えば、製品３０２は、選択可能な機能を有するプリンタ、複写機、コン
ピュータ、パーソナル・ディジタルアシスタント、プログラマブルな車両または機器、玩
具、工具、娯楽装置、ハウスウェア装置、などを含むことができよう。
【００２４】
　プログラマブル・デバイス（例えば、チップまたは中央処理装置（ＣＰＵ））２０４が
、システムオプションキーの本体２０２内に具備されているか、あるいはその上に具備さ
れている（接続されている）。このプログラマブル・デバイス（チップ）２０４は、製品
３０２の異なる機能を選択的に起動する要素である。また、（揮発性または不揮発性の）
電子メモリ２０６をシステムオプションキー２００内に具備して、チップ２０４の機能お
よびチップ２０４のプログラミングを補助することができる。アイテム２０８はチップ２
０４との無線通信用のアンテナを表わし、アイテム２１０はチップがプログラムされるこ
とを可能にし、あるいは、防止することができるプログラマブル・スイッチを表わす。
【００２５】
　アンテナ２０８は、本体２０２に物理的に接続され、かつ、アンテナ２０８は、動作的
に（直接または間接的に）プログラマブル・デバイス２０４に接続されている。アンテナ
２０８は、プログラマブル・デバイス２０４をプログラムするための無線信号を受信する
ようになされている。
【００２６】
　本体２０２の外面上には、少なくとも一つの信号コネクタ（例えば、コンタクトピンな
ど）２２０も有る。図２には３ピン型のコネクタを示してあるが、当業者には、任意の形
態のコネクタ（任意数の）を使用して、システムオプションキー２０２を製品３０２に接
続し、製品３０２の機能を選択的に有効化することができることが理解されよう。この信
号コネクタ２２０は、製品３０２上の少なくとも一つの対応する（そして整合する）コネ
クタに接続するようになされている。信号コネクタ２２０を製品３０２上の対応するコネ
クタに物理的に接続すると、それにより、プログラマブル・デバイス２０４は製品３０２
に動作的に接続される。
【００２７】
　コネクタ２２０を介した、システムオプションキー２００の、製品３０２へのこの接続
は、プログラマブル・デバイス２０４をプログラムした時、アンテナ２０８を介してプロ
グラマブル・デバイス２０４に送信された無線信号に基づき、製品３０２の異なる機能を
選択的に起動する。言い換えれば、製品は、多くの異なる機能を有することができるが、
システムオプションキー２００によって許された機能しか有することができない。
【００２８】
　ユーザは、製品３０２の異なる機能に対して、異なる金額を課される場合がある。した
がって、ユーザが、ひとたびシステムオプションキーを出荷梱包３００から取り出し、製
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品３０２に付着させると、システムオプションキーを再プログラミングできないようにす
ることが望ましい場合もある。システムオプションキー２００は、出荷梱包３００に接着
すること、テープ止めすること、膠着すること、などができ、あるいは特に設計されたパ
ウチまたはクリップを用いて、出荷梱包３００に付着させることができる。ここでの実施
形態の一つの特徴は、本体２０２が出荷梱包３００に接続されている時のみ、プログラマ
ブル・デバイス２０４を随意にプログラムできるようにする少なくとも一つの「物理的な
形体」を、システムオプションキー２００の本体２０２が、含むことができることである
。
【００２９】
　一例では、この物理的な形体は、図３に示すように、本体２０２を出荷梱包３００から
切り離した時、本体からは切り離され、かつ、出荷梱包３００には付着したままであるよ
うになされるアンテナ２０８を含んでいる。例えば、いくつかのここでの実施形態は、ア
ンテナ２０８を本体２０２に接続するアンテナ接続部２１２を具備している。このアンテ
ナ接続部２１２は、出荷梱包３００とアンテナ２０８との間の接続部より弱い。ここでい
う接続部は、膠着剤、はんだ、金属、合金、プラスチックなどの任意の適切な材料を含む
ことができる。したがって、アンテナ２０８は、本体が出荷梱包３００から切り離された
時に本体２０２からは切り離され、かつ、出荷梱包３００には接続されたままとなる。
【００３０】
　別の例では、物理的な形体は、本体２０２の外面上のプログラミングスイッチ２１０を
含んでいる。アンテナ２０８と同様のやり方で、このプログラミングスイッチ２１０は、
プログラマブル・デバイス２０４に動作的に接続される。プログラミングスイッチ２１０
は、本体２０２が出荷梱包３００に接続されているかどうかにより状態（プログラミング
状態またはノン・プログラミング状態）を切り換えるようにされている。プログラマブル
・デバイス２０４は、本体２０２が出荷梱包３００に接続されている（プログラミング状
態である）ことをプログラミングスイッチ２１０が示す時のみプログラマブル・デバイス
２０４のプログラミングが可能となるように、プログラミングスイッチ２１０により制御
される。言い換えれば、プログラマブル・デバイス２０４は、スイッチ２１０が、ノン・
プログラミング状態に設定されている時はプログラムされないようになっている。
【００３１】
　プログラミングスイッチ２１０は、本体２０２が出荷梱包３００から切り離される時、
ノン・プログラミング状態に永久的に設定されるようにすることができる。すなわち、例
えば、システムオプションキー２００の、出荷梱包３００からの取出しで、プログラミン
グスイッチ２１０の一部が破壊されて、プログラミングスイッチ２１０がノン・プログラ
ミング状態に永久的に留まるようにすることができる。システムオプションキー２００の
取出しにより、接続部２１２と同様の接続部２１４が、上記のように破壊されるようにす
ることができる。すなわち、接続部２１４も、出荷梱包３００とプログラマブル・スイッ
チ２１０との間の接続部より弱くすることができよう。
【００３２】
　別法として、スイッチ２１０の何らかの物理的な形体２１６が、システムオプションキ
ー２００を出荷梱包３００から取り出した時のプログラマブル・スイッチ２１０の出荷梱
包３００からの分離によって、故意に壊れたり、あるいは予め決められた位置に押し込ま
れ／予め決められた位置から引き出されるようにすることができる。当業者には、ここで
の実施形態は、これらの例に限定されず、多くの他のシステムおよび構造体の使用によっ
て、スイッチ２１０およびチップ２０４をノン・プログラマブルな状態に置くことができ
ることが理解されよう。
【００３３】
　他の実施形態では、アンテナ２０８またはスイッチ２１０は、出荷梱包３００の一体の
部分として具備することができ（例えば、出荷梱包３００の積層された層内に、あるいは
積層された層同士の間に形成すること、出荷梱包３００上に印刷することなどができ）、
かつ、アンテナ２０８またはスイッチ２１０に対する適切なコネクタを設けて、システム
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オプションキー２００が出荷梱包３００に接続されている間のみ、システムオプションキ
ーをプログラムすることができることを保証する。
【００３４】
　このように、ここでの実施形態は、箱体（出荷梱包）を貫いてプログラムすることがで
き、かつ、ユーザが箱体を開梱する時、ノン・プログラマブルな状態に自動的に設定され
得るシステムオプションキーを提供する。このような配列体では、個々に梱包され、かつ
、プログラムされたＳＯＫの目録を作る必要もなく、また、いくつかの異なる機械構成の
目録を作る必要もない。代わりに、ここでの実施形態は、必要に応じてカスタマイズでき
る「一般的な」機械を作り出す能力を提供し、したがって製造工程が簡単化される。さら
に、ここでの実施形態によれば、ＳＯＫを電子ラベルとして使用して、供給チェーンを通
して製品を追跡することができる。さらに、ここでの実施形態は、ＳＯＫデバイスの既存
のインプリメンテーションとの互換性を以前に遡って提供する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】図１は、ここでの実施形態を説明するフロー図である。
【図２】図２は、ここでの実施形態によるシステムオプションキーの概略表現である。
【図３】図３は、ここでの実施形態による出荷梱包、製品、およびシステムオプションキ
ーの概略表現である。

【図１】 【図２】

【図３】
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